
久ひ
さ

統の
り

公こ
う

江え

戸ど

御お

礼れ
い

使し

御お

勤つ
と
め

帳ち
ょ
う　　

一
冊

　

江
戸
時
代
、
大
名
は
将
軍
家
か
ら
品
物

を
も
ら
っ
た
際
、
必
ず
使
者
を
派
遣
し
て

御
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

文
化
９
年
（
１
８
１
２
）
１
月
17
日
、鹿

児
島
藩
主
島
津
斉な
り

興お
き

は
徳
川
将
軍
家
か
ら

鷹
を
拝
領
。
藩
で
は
そ
の
御
礼
の
た
め
に

都
城
領
主
久
統
を
使
者
に
選
び
江
戸
へ
派

遣
し
ま
し
た
。
久
統
は
２
月
１
日
に
鹿
児

島
を
発
ち
、
３
月
７
日
に
江
戸
藩
邸
に
到

着
、
老
中
ら
幕
府
の
重
臣
に
御
礼
使
と
し

て
参
上
し
た
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

御
礼
使
は
、
藩
を
代
表
し
て
行
う
も
の

で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
将
軍
に
直
接

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
も
あ
る
、と
て
も
重

要
な
役
目
で
し
た
。
都
城
島
津
家
当
主
は

こ
の
よ
う
な
要
務
を
担
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

な
お
派
遣
に
は
68
人
も
の
都
城
の
家
臣

が
従
っ
て
い
ま
し

た
。
藩
の
代
表
と

し
て
人
数
や
費
用

な
ど
手
を
抜
く
こ

と
は
で
き
ず
、
相

当
な
経
費
が
掛
か

っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 都

城
島
津

都城市立図書館　●休館日／２月20日・27日、３月１日・５日・12日 　●開館時間／9：30 ～18：50
高城図書館　　　●休館日／２月19日・21日・28日、３月６日・13日 　●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　

　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

2
月
16
日→

3
月
15
日

「
も
し
、日
本
と
い
う
国
が
な
か
っ
た
ら
」

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス
（
著
）
坂
野
由
紀
子
（
訳
）
集
英
社
（
発
行
）

約
半
世
紀
前
、
米
国
人
の
著
者
が
た
ま
た
ま
訪
れ

た
国
「
日
本
」。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

経
て
こ
の
国
へ
の
理
解
と
愛
情
を
育
ん
で
い
る
。
見

逃
さ
れ
が
ち
な
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
日
本

人
に
希
望
と
誇
り
を
与
え
る
一
冊
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
さ
く
ら
〜
原
発
被
災
地
に
残
さ
れ
た
犬
た
ち
〜
」

馬
場
国
敏（
作
）江
頭
路
子（
絵
）金
の
星
社（
発
行
）

原
発
事
故
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
飼
い
主
家
族
と
柴

犬
「
さ
く
ら
」。「
す
ぐ
に
も
ど
る
か
ら
ね
！
」
し
か

し
１
週
間
、
10
日
た
って
も
迎
え
は
こ
な
い
…
。
実
際

に
被
災
地
で
動
物
救
護
活
動
に
携
わ
る
獣
医
師
が
書

い
た
犬
た
ち
の
苦
難
の
物
語
。

ょ
う

一
冊

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
2
月
23
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
3
月
10
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　

シ
ン
デ
レ
ラ
（
フ
ラ
ン
ス
童
話
）

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
２
月
18
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分　
※
保
護
者
同
伴

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
２
月
25
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
３
月
10
日
㈯　

11
時
〜

一
般

児
童

選
挙
の
は
な
し 

 　
　

 

投
票
で
き
る
時
間
は
？

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
一
部
の
投
票
所
で
は
終
了
時
間

を
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　

  

投
票
所
に
行
く
時
必
要
な
も
の
は
？

　

何
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
投
票

入
場
整
理
券
（
は
が
き
）
を
投
票
日
前
に

選
挙
人
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。
入
場
整
理

券
は
、
投
票
場
所
な
ど
の
案
内
や
選
挙
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
す
る
も
の
で
す
。

持
参
す
れ
ば
受
け
付
け
が
ス
ム
ー
ズ
で
便

利
で
す
。
ま
た
、
紛
失
し
た
場
合
も
投
票

は
で
き
ま
す
の
で
、
受
け
付
け
の
際
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　

  

代
理
投
票
・
点
字
投
票
っ
て
？

　

代
理
投
票
は
、
投
票
用
紙
に
文
字
を
書

く
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

投
票
所
の
管
理
者
が
指
名
し
た
事
務
従
事

者
が
、
聞
き
取
り
で
用
紙
に
記
入
し
て
投

票
し
ま
す
。
ま
た
、
投
票
所
に
は
目
の
不

自
由
な
人
の
た
め
に
、
点
字
用
の
投
票
用

紙
と
点
字
器
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

☎
23

－

７
８
６
４

10

202012.2



●
新
燃
岳
の
地
下
で
は
、
マ
グ
マ
の
供
給
が
続

い
て
い
る
と
の
こ
と
。
避
難
の
心
構
え
が
、

今
後
も
必
要
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
庄
内
町　

か
わ
い
い
れ
い
ち
ゃ
ん
）

●
ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
家
庭
の

教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
と
過
ご
す
日
は
、
二
度
と
帰

っ
て
来
な
い
の
に
。
も
う
少
し
親
た
ち
が
気

に
掛
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
都
北
町　

み
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
）

●
昔
は
、
外
で
ベ
ー
ゴ
マ
や
カ
ッ
タ
遊
び
を
し

た
も
の
で
す
。
孫
た
ち
を
見
て
い
る
と
外
で

体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
心
配
し
て
い
ま

す
。
も
う
す
ぐ
定
年
。
子
ど
も
た
ち
に
昔
の

遊
び
を
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
木
町　

高
木
の
ヨ
ウ
チ
ャ
ン
）

●
こ
れ
か
ら
火
災
の
多
い
時
期
。
自
宅
は
も
ち

ろ
ん
、
隣
家
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。

（
志
比
田
町　

I
・
T
さ
ん
）

●
私
が
一
番
ハ
ッ
と
し
た
の
は
、
環
境
監
視
員

の
話
。
私
も
ポ
イ
捨
て
す
る
大
人
が
い
る
こ

と
を
、
残
念
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の

住
む
地
球
を
汚
し
て
、
結
局
は
、
自
分
の
首

を
絞
め
て
い
る
よ
う
で
悲
し
く
思
い
ま
す
。

（
都
北
町　

か
こ
さ
ん
）

「ワッショイ！　ワッショーイ！」。冬の海に向
かって裸で走る老若男女の集団。
「青島神社裸詣り」に誘われた時には目が丸く
なってしまいました。温泉に入る時以外は裸の人
を身の回りで見たこともなければ、冬の海に入っ
たこともありませんでした。
モンゴル人だから寒さに強いはず。きっと皆さ
んはそう想像していらっしゃるでしょう。確かに、
モンゴルの冬はご想像を超えるほどに寒いです。
だからこそ、寒さに耐えるのではなく、なるべく
暖かく過ごすように生活環境を工夫しています。
最初は日本にいるからこそできる体験として、
人のみならず日本人の精神文化にも触れる機会と
して好奇心が故に参加しました。
寒さを覚悟してじっと我慢をしている小さい子
どもや、震えながらも祈り続ける皆さんは素晴ら
しいです。その大和魂の小さなかけらでも自分に
取り入れたかったので、２回目の参加を決めまし
た。やはり、寒かったです。
皆さんの願いがかないますように。

QUIZ 国際交流員
のひとりごと

冬の海に漬かって…。

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■12月号クイズの結果【応募総数86通】
◎正解／①チッチ　②プロレス　③３

Vol.74

問　① 今年、市内では○､○○○人が大人の仲間入り
をしました

答  
問　② 第91回の天皇杯。優勝チームは、本市でキャン

プを張るFC○○

答  
問　③ 表紙でスケートを楽しんでいるのは○○○小

学校の児童たち（自由回答）

答  
今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

バヤンバト・ムンフバヤルさん
（モンゴル）Vol.10



  

POST　CARD

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.74  2012年２月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や２月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　２月29日㈬　当日消印有効
◎発表　本紙４月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎12月号当選者　永野ミヤさん（高城町）

商品提供事業者

【観音池ポーク商品券 3,000円】

読者プレゼント今月の

※２月16日～３月15日の日程
施設案内

PRESENT

豚肉の柔らかさや甘
み、うま味の全てが味
わえる当店自慢の商品
の数々。ぜひ、ご賞味
ください。

（有）とんとん百姓村 高城町石山
☎58－5499

フリガナ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
２月27日㈪～３月15日㈭までは展示替えなどのため休館
※３月３日㈯・４日㈰、10日㈯・11日㈰は住民票な
どの発行はできません

◎収蔵作品展「和のこころ」～２月26日㈰

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「刀と鏡」～４月15日㈰

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　２月16日㈭
◎撮影会「金星と月と木星と火星」
　２月26日㈰  19：00 ～（要予約）



　１月12日、高千穂峰の麓
にある吉之元小学校の児童
らが、今シーズン初のス
ケートを楽しみました。校
庭に作られたスケートリン
クは、保護者らが夜を徹
して作った手作りのリンク。
厚さ１cmほどの氷の上で、
子どもたちは、鬼ごっこをして遊んだり仲良く手を
つないだりして初滑りを満喫しました。転ぶたびに
大きな歓声が、校庭に響き渡っていました。 

都城市現住人口  
平成24年1月1日現在 前月比

世 帯 数 70,338世帯 （－24）
人口総数 168,897人　 （－68）
　　　男 79,206人　 （－45）
　　　女 89,691人　 （－23）

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です

インフォメーション

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
気分上 、々滑り出し快調!

ムジカパフォーマンスフェスタ　Vol.1

ムジカホールで
卒業ライブ !!
都城圏域の高等学校、専門学校に就学す
る学生のダンス＆バンドのパフォーマンスラ
イブを行います !!
当日ゲストは濱田詩朗さん、司会は木村つ
づくさん！ 感動のステージで盛り上がろう!!

●日時／３月17日㈯　開場12：00　開演12：30
●料金／小学生～大人まで一律500円
◎問い合わせ　都城まちづくり株式会社　☎26‒1100

桂文珍のじっくり聞かせる「古典落語」、そして
奇想天外なストーリーで会場を抱腹絶倒させる
「創作落語」をご堪能ください。

イベントカレンダー（２月16日～３月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

２
月
１９日㈰
春日神社ベブどん〔春日神社（高木町）〕
　生活文化課　☎23-2132

25日㈯　13：00 ～
2012プロ野球オープン戦
広島東洋カープ対福岡ソフトバンクホークス
〔都城運動公園野球場〕
　都城観光協会　☎23-2460

25日㈯～3月20日㈫
「雛の宿」商家のひなまつり
〔旧後藤家商家交流資料館〕
　旧後藤家商家交流資料館　☎58-6900

３
月
11日㈰　10：00 ～ 15：00
みやこんじょボランティアフェスティバル
2012〔南九州大学〕
　都城市ボランティアセンター
　　☎25-7318

●日時／２月26日㈰　開場13：00　開演13：30
●料金／〔全席指定〕　3,500円
※未就学児童入場不可　ＭＪ友の会500円割引。
託児サービス（有料／要申し込み）

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140

にっぽん！ハハハ !!
宮崎公演

オネッコやもぐら打ち、かせだうりなど、１年の
無病息災や五穀豊

ほう

穣
じょう

を祈願する正月の伝統行事
が、今年も市内各地で行われました。ここ数年、口
蹄疫や新燃岳の噴火など、災いの多い年が続いてい
ますが、今年こそは穏やかな１年になってほしいと、
取材をしながら祈りました。参加した皆さんも同じ
思いの人も多かったのでは？ 今後も地域の絆を守っ
ていくためにも、こうした伝統行事を大切に残して
いってほしいと願っています。（栗）
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